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1　 緒 　 　言

　職場 に お ける個人 の 健康水準は ， 遺伝素因 と

共 に生 活習慣に 関わ る多様 な要 因が複雑 に絡ん

で 時 々 ， 日 々 に推移 して い る と考え られ る 。 そ

の 際健康破綻に 至 る以前 の 段 階で
， 個人毎に 危

険が 予知で きて 修正 が 可能で あれば疾病予防か

ら健康増進に つ な ぐこ とがで きる 。

／）

　疾病 に 焦点 をあて る西洋医学 と異な り，東洋

医学で は 個人の 体質 （ こ れ を 「証』 と呼ぶ 　）

を分 類 した ヒで ， い わ ゆ る 《養生 法 》 と し て

それぞれ に あ っ た健 康増進法を説 くと い う特色

を持 つ
。

　今回 こ の 東洋医学の うち和漢診療学 の 『証』

の 概 念に よ っ て 個 人の その 時点 にお ける健康 水

準 を知 り， そ れ に基づ い て 日常生 活の Lで の 食

事や 運動 の 留 意点 を記載 して 本 人の 手 元に戻 す

試み を行 っ た 。 その 結果 を報 告す る 。

1　 調査方法

1　 対象　　富 山県内 の A 社 の 事務従事者お よ

び生産工 程従事者 の ，男性 62名，女性 107名の

計 169名で あ る 。

2　 調 査年月 日　 1999 年5月 11 日　（火） 12日

（水 ） 13口 （木）の 三 H の うちの 一
日。

3　 調査用紙

　　　　　「新和漢問診表」　《表 1 》

　　　　　「自覚症状 しらべ 1　 th

　　　 　　 （午前9時前後の 始業時 と午後

　　　 　　5時前後 の 終業時 の 2回記入）

　　　　　「簡易食生 活調査表」　《表 2 》

皿　結 果

1 『証 』　一 「新和漢問診表」の 結果

　 和漢 診療 学 に おける 『証 』 を把握す るた め ，

今 回その 基本概 念の 五臓 の 分 類 を用 い た   こ

れ は 脾 ・肺 ・肝 ・腎 ・心包の 五 つ を指 し西洋 医

学 で の 臓 器 の 名称 と は 必ず し も
一

致 して い な

い
。 脾 と は消 化や 吸馭や 運搬 と い っ た生 命維持

の 基礎 で あ り ， 肺は 呼吸や 生体防御に 関わ り，

肝 は 栄養代 謝や 神 経系 ・筋 肉系 の 調節 に 関わ

い しづ か　み つ よ　〔食物栄養 学科） くわ も り　 とよ み （食物 栄 養学 科）

一 1一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

表 1　 和漢 問診表

今日の 日付　　　月　 　日

お 名前

性 別 　 @ 男 ・

年　代　　　10 代・20 代・30 代・40 代・50 代・60 代・70 代

上 1 ． 疲 れ やすい・ ・　　　　 　　　一一 　

　〇 2 ．気 力がない…　　　　　　一 一・…　…
…

・…03 ． か らだ
全体が重い

・・・・…　　　 　

　　　 04 ． 物 事
に驚きやすい・・・・…　　 　

　　　　 05 ．物忘れする……・・ 一 … ・ ・… … 　 　

　　　　 　 06 ． 気 分がイ ライラする tt 　

　　　 　 　 　 O7 ，おこりっぽい・・・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一・

　　　 　 　 　 〔 ｝ 8．集中力がない…・…一一一・・ 一 …・

・一… 一 一 　 　　 〇 9 ．かぜをひきやす い 一一一

・一一一一　 　 　〔｝ 10．乗物酔いをする・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一

一・・・・ … − 　　　Oll ．肩がこる・…………・一…・………・…………・…
・・・ ・

・・・・ ・・ ・ … 　 　 　 Ol2 ． 毎 日便 通 はあ

がスッキリし ない…　　〔〕13．便秘する一・一・ttttt・・・・・…一一・・・・・・・…

』・・一一・ tt ・−　　　Ol4 ．ド痢する　　一・…・・一・一・

…一一・・ … …・ 一 ・ − 　 　　 015
．便秘 と

痢が交互 に く る ・ ・　 　　　　　 Ul6 ， 尿

回数が多い 　 　　 　　　 　　　 　　Ol7 ， 尿 の量

回数共に少な い … ・・ … 　　 　　 　〔｝ 18 ．

小便におき る こ と がある・・　　　 　　 Ol9

食欲がな い 　 　 　　　 　 　 　 　 　 　　　〔〕 2

C食欲があ り ，つ い食べ 過ぎる・・　　　　 021 ，

が苫く感じ
ら
れ る 一 一 一・

一
・一　　 一一一〔〕

．II一い 物 がほし
い … 　　

　　　　　　　　023 ．

ねつきカ｛悪い・・　　　　 　　　　　　　　　024 ，　fi民り力判 戈

E…　　　　 　　 　　 　 　　　　　　　　 　　　 　

25 ． 食 後す ぐ眠 く な る・ ・　 　　　 　　 　 　　

26 ．い つも眠 気が あ る・
　 　 　 　　 　 　 　 　

〕 27 ． 朝 早 く 日 がさめる・・　 　 　 　 　 　 　 　 U

8．汗をか きや すい・・・・・…　　　　　　　　　e29 ．寝汗 をかく・・ ・・

・・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・・・ …　　 　　 　一・・　　〔

30 ． 首 から ヒに特 に
汗
を

かく一
　 　　一・一 ・…

｝ 31 ，手 の ひ らに汗をかく・ 　・… … 　 　 　 　　　

｝ 32 ，暑 が り
である・…

・一 一一　 …一 　 　　

　　（133 ． 寒 が りであ る ・ … 一 … 一 　 　 　

　　　　〔 〕 34．しも やけができる……　 　　

　　　　 　 035 ． 手 足 が ひ え
る・
・　　　 　

　

　

　

　

　

　

〔

〕

36

．

腰

の

ま

わ

り

が

寒

い

こ

と

が

あ

る

・

・
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4

444

44444444441444444444

｛44444 一 つ 一 37．冬は電気．毛布などが必要であ

・・ 38 ．か ら だ に 熱感がある………・…・・『…『『・・・

・・… 39 ． 足 のうらがほてる…一・・・・・・・・・・・…一

・・− 40 ，熱 い 風呂が好き…一・・一・・・・・・・・……・・

…一… 41 ． ぬ
る

風呂が好 き ・ …・ 一 一・ ・ ・・

・・・・ ・ ・ ・・・ … 一 42

朝，口が
粘
る・ 43 ． 冷 た い

をよく飲 む … − 44．暖かい湯茶を

く飲む・ ・ 45．

D1内炎 が で きや すい … 46 ． 唇 がよく荒れ

・・・… … ・ ・ … 47 ． 口臭がある・・48．唾

が少なく 口 が 乾 燥 し や す い ・ ・ ・ ・ … 4

Dズキズ キ し た頭痛 が あ る … 一・・一・・・・・・…50．

メカミや頭頂 部 に
頭痛がおこるtt51 ．ひたいに頭痛がおこる・

一一一・… ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ … 52，首筋が凝る・…・一・…・

…………・… ・ ・ … 一 ・…一一・

53 ．目の奥が痛 む ことがあ

・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・ ・
…

4

．

朝

頭
痛

が
多

い

一一 ・ … 5

C 夕 方， 頭痛が多

・一 ・・ 56 ． 人 ごみに出ると頭痛がおこる・・789

一∂广D5 目 が 疲 れる・・ まぶしい…・・… 　　日がゴロゴロ

る・…・一 一…… ・ …一・一…一・・……−6〔｝．視力が低下した・一一・一・一・一一…一一・一・・−t・・tt61．日が充血

る・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・

・・・・・ ・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・…『『・・・・・・・・・・…62．黒い蚊のよ

なものが 飛 ぶ一 一一 一 一 63 ．顔色は青白 い方だ’

’’’”… ’’ ’ ’ ’ ’’’
’”『’’’’”…’』’−

…’’’ ”『 64 ． いつも赤ら顔だ……・一一一・一…一一一・

一 65 ．囗 が ま わ るこ と がある一一一…・一・一一一・・

66 ，よく 疏 ち く
らみする・…・…・・…・一……・一・一一・・…67，耳鳴りがすることがある一・一一・・

・・一・ 一 ・ − 68 ． よ く 鼻 水 がで る ・・・

…一・・・ ・ ・・ ・
・・・・

・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・

・・・・ ・ ・… 一 ・ ・ ・…

69 ．
食
べた も の が 喉 に つ かえ る感じが す る ・ ・ 70 ． 喉が よ
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※ ふ だ ん の 様 rに つ い て ， ドの 各項目の あて は まる数字を○印で 囲 ん で ドさい
。

　　　　　0 （い い え）　 1 （ほ ん の 少し ）　 2 （少 し）　 3 （か な り）　 ・1 （非 常 に ）
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　　　　　　　　　　　　 0

74．息切 れ が す る・……　　 一・　 ……・……・…・…− 0

75．何 と な くた め息が で る・・　 　　 　　 　 0

76．胸 の わ きが キ ュ
ー

ッ と痛 む…　　　…一・・0

77．吐 き気 が す る こ とがあ る
・・・・…

　　 　　 　 0

78『ゲ ッ プ がで る 一…一・一一・・…・…・−
　 　 　 　 　0

79．胸や け し易 い 一・一　 一・一・　　　　　　0

80，み ぞ お ちに 重苦 しい 感 じが す る ・　　　 〔）

81．腹 の は る こ と が ある …・一一
　 　　 　

一…0

82．ど こ と な く腹 が 痛 む 　　 　　　 　
・一一

〇

83．腹 が ゴ ロ ゴ ロ な る こ とが あ る …一・　 　 0

84．ガ ス が よ く出る ほ うだ と思 う・・…一 一…0

85．痔 の 気 が あ る・』　　　　　　　　　　 〔｝

86．化膿 し易い 方 だ 　　　　　　 　　　　　0

87．お で きや 吹き出物が で き易 い 方 だ……・− 0

88．す ぐか ぶ れ る 方 だ 　 　 　 　 　 　 　 　 0

89．シ ミが ふ え た　　　　　　　　　　　　 0

90．皮膚が カ サ カ サ に な る ・・　 　 　 　 　 　 0

91，す ぐア ザ に な る ・・
　 　　 　 　 　 　　 　 e

92．毛 が よ く抜 け る　　　 　　　　　　一・0

93，関節 の 痛 み があ る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・tt− ・・

　 0

94，足 が む くむ こ とが ある …一一・…一』…一・一一　 ｛｝

95．朝，手の こ わ ば る こ とが あ る……………一・・　0

96．関節 に 水が た まる こ とが あ る ・・一・一一一・・　 ｛）

97．身体 が フ ラ つ い て 歩 きに くい
……一・・・・・・・…

　 0

98，よ く こ む らが え りす る一一…一一・一一一一・　 0

99．筋肉が ピ ク ピ ク動 くこ とが ある …・一……・　 O

lOO．手や 足 の 先が し び れ る ・・・・・・・・…一・・…tt・一一一　 〇

　　 以 下女性 の 方の み お 答 え 下さい
一・一一

1〔〕1．す で に 閉 経 した ・・

102．手術 したの で な い …

103．生理 は 瀬調で あ る

1111111111111111111

正

11111111

　 ・一・0 は い

　 　 　 け は い

一・・　 　 O は い

　 　 　 0　 　1

　 　 　 0　　1

2222Z22222222222222222222222

1〔｝4．生 理 血 に か た ま りが あ る
…一・・・・・・・・・…

105．生 理 痛 が あ り，休 養 や 薬 が 必 要 一

御協力あ りが とう ご ざい ま した、、
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表 2 　食事状況 に関 す るア ン ケ
ー

ト

☆　本調査 は 食事 の 摂取状 況，摂 取 時 刻 ，各食事 の 料 理 の 組 み 合 わ せ の 状 況 を調 べ る もの で す 1，以 1・
．
の 問 い に お 答

e ；k代 、
・

1，）代 ．
，。。 ．

、。，，．
、。代 ．5。。 ．

、。。
．
，。，，。．、 。 、■ tl

− ．．。 一 番

　  性　別　 ：　
4
男

・女

○体 格 ： 身長 （
5 　 ）Cm 　 体重 （16 ， ） kg 　

1

　  運動 を 習慣的 に して お られ ますか 。
81 ．し て い る （種 目

9
　　　 ，週

m
　　， 1回

B
　　II寺間　　分 ｝

　● IH に 平均 して 立 っ て い た り，歩 い た り して お ら れ る （運動 を 含 む ｝ 合 計時 問　　約
12
　 時 問　　分

　O 現 在何か 病気 に か か っ て お られ る 場合 は ◎ 印，また 検診 な ど で 要 注 意値で あ っ た 場合 は △ 印を ビ ｝ に つ け て

　　　　　　　　 1．肥満 2．高脂li
’
IL症 ：3．中性脂肪 4コ レステロール 5．高 妊且圧 6．低lll旺 7』下臓病 8．腎臓病 9．糖尿病 10尤・臓病 11ft　rf矼

　　　　　　　　 】3
の

｝4
（ ）

15
（ ）　 16

（ ）　 17
（ ）

18C
　 ）

L9
の

2°

の
2］

口
22

〔 ｝
L’3

〔 〉

　●現在，ダ イエ ッ トを して お られ ま す か 。　　　　　　　　　　　　　　
261 ．して い る

・2．して い な い

　  健康 や 疾 病予 防 ・治 療 の た め に 食事や 食品を減 ら し た り，増 や した り して お られ ます か。　
L’7L

して い る
・

　  タバ コ は 吸 わ れ ますか tt　
28

　L吸 っ て い る （1 「1 約
29．
　 本 〉 ・2．吸 っ て い ない

2 ．普段食べ て お られ る 食事の 料理 の 組 み 合わせ で ，最も多い パ タ…ン を 該
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t．N−
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−一一一一一一一一’
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え くだ さ し  

・2．し て い な い

下さい 。

12，ア レル ギ
ー 13．そのf也

L4
（ ｝　　

2s
（ ）

2．し て い ない

1．下 の 各食事 に つ い て ，摂取状況な ら び に 摂取時刻 の 該当す る もの の 番 咢
’
に （．）印 を

　 つ けて くだ さい
。
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間 食 　　（午後）

夕　食

夜　食

摂取状況

1．毎日食べ る　 2，週 5〜3回食べ る
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り，腎 は 水分代 謝や か らだ の 各形態 の 形 成 ・維

持に 関わ り，心包 は循環系や 熱産生 に関 わ る と

して い る 。

il こ れ ら諸機能 の 衰 え を
“
虚

”
の 病

態 と称 して 五臓 それぞれの 虚証 と表現 す る 、、

　個 人 の 虚証を質問紙か ら決定 し て ，脾虚 ，肺

虚 ， 肝虚 ， 腎虚 の 四 タ イ プ に分類 した 。 た だ し

「心 が 虚す る もの は 死 す」観点か ら心虚 は 除外

され る c，こ の 結果 『証』の 割合 は，男性で は肺

虚 が 32．2％ で 最 も高 くつ い で 脾虚 が 30．5％ ，肝

虚が 22，0％，腎虚がユ5．3％で あ っ た 。

一．・方 女性

は高 い 方か ら肺 虚が 37，7％ ，脾虚が 29．2％ ，肝

虚が 19．　．8％，腎虚 が 13，3％で あ つ た 。 男 女共に

肺虚が 最 も高か つ た 。

2　 「自覚症状 しらべ 」の 結果

（1 ）項 目別の 検討

全 1〜30項 凵で 25％ 以 上 の 高 い 割合2）を示 した

項 目数は男性は始業時 4 で ，終業時 4 ；女性は

始業時 8 で 終業時 8 で あつ た 、、

（2 ）群別 の 検討

りi性 ・始 業日寺…｝ま 1　＞ H ＞ 皿［　（20．5％ ，　ll．4％ ，

1L4 ％ ） 終 業 時 も 1 ＞ H ＞ 皿 （2L6 ％ ，

且2．8％ ll、2％ ） の 精神 疲労 の タ イプ で あ つ た 。

女性 ・始 業時 は 1 ＞ H ＞ 皿 （25，1％ ， 15．8％ ，

14．0％）終業時 は 1 ＞ 皿 ＞ H （272％， 17，6％ ，

11．2％） と変化 して い た 。

3　 『証」 と 「自覚症状 しらべ j の 関係

　 『証 』 の 四 タ イプ 別 に，「自覚症 状 しらべ ］

にお い て 25％ 以 E を示 した項 目の 検討結 果 の う

ち，男性 に つ い て 《表 3 − 1 》 女性に つ い て

《表 3 − 2 》に示 した 。　《表 3 − 1》 の 結 果

で 始業時に 高 い の は 44．4％ 〜55．6％ （平均50，0％ ）

の 腎虚 で
，

つ い で 30，8％ 〜46．2％ （平均 32，7％ ）

の 肝虚 で あ りつ ぎに22，2〜38．9％ （平均 27，8％）

の 脾虚 で 最 も低 い の は肺 虚 の 10．5〜3i．6％ （平

均 18．4％ ） で あ っ た 。 終 業 II寺で は 高 い 方か ら

33．3 〜55．6％ 　@いド」勺44．4 ％）　a ）tkt虚，　15．4

462 ％（平均30． 8 ％ ）の 肝虚，222 〜27． 8％

平 均25 ， 0 ％）の 脾 虚であ り， 最 も 低い の は

虚の 15 ．8〜31 ．6 ％（平均22 ． 4 ％ ） で あった 。 　

表3 − 2 》で は 始 業時 高 いほうから33．3 〜7

％（平 均 50 ． 6 ％）の肝虚，14．3〜 85． 7％（平均3

D3 ％） の腎虚，12．9 〜54 ．8％（平均29 ， 8 ％

の 脾 虚の 順 で最も低いのは17． 5〜50，0％（平 均 19

5 ％ 〉 の 1 沛 虚 で あ っ た。 終業時高いほうから47

6〜90 ，5％ （ 平 均 64 ，9％）の肝虚，22 ．2
61．3％（ 平 均 46，3％）の脾虚， 28． 6〜85 ， 7

（平 均 455 ％） の 腎虚の順で最も低いの は20

0〜55，0 ％ （平均 35

9 ％） の肺 虚で あった 。 　更 に 《表 4 》−

C2 に男 女 毎 に 全体 の 結果 を 示 した。 この

呆で も男女 共 かつ 始業時と 終 業時共 肝 虚 の1
ll，　m群の全 平均が最高値 （男性23． 6％；26， 2． ％ 女性

． 8 ％ ；27 ．0 ％ ）であり ， 肺虚
が
最低 値（男性8 ，

刀G8．4 ％ ． 女 性 14

8 ％； 15 ． 3 ％ ）で あ っ た。 　 した

って， 今回 の 調査の 四タイプ では 疲 労 感
が
最

高 い『 証 』は肝 虚の病態 であ り ， 　 一 方

最も 低い『 証 1は肺虚の病 態であった 。

　 『証」と「簡易食生活 調査 表 」 の結果 　

簡 易 食 生 活 調査表」を 用いて ， 食 事 状 況に

ﾖ して喫 食 ・ 食 事 内容 ・料 理 の 組 み 合 わせ 等

竅C 習慣とし ての 運動 ・ 1 日 の 立っ たり歩いた

り の 合計 時間等の 運 動

つ いて 質問し ，『証 』 と の 関
わ
りを 調 べた 。

@

まず日 常的な 食事 と し て
，Ii

− i の 三食 各 々

“ 主 食
に2 品以L

の
おかず『 ’ の組 み 合 わ

であ
れ
ばこ れを “

食
事 成立 ” とし ，こ の組 み

わ せ 以外 を L

」
食事不 成

立
”

とし
た。 ま た

間

は望 ま しくない と 考 え ，“ 食 事成立

で’t 間
食

なし門 が
最

も健

維
持
増

に良い
評
価と し た 。 《 ？ミ 5− 1 》 　 《 表 5 − 2 》 一6 一



Toyama College

NII-Electronic Library Service

Toyama 　College

富 LL］短 期大 学紀要第37巻

　 三 食の 内容 別調査結果で 上述の 最 も望 ま しい

食生活 と 考え ．られ る割合が 高 い の は，男性で は

腎虚 の 50．0％ ，つ い で 肺虚 の 33．3％ ；女性で は

肺虚 の 17．6％， つ い で 肝 虚 の 12．5％ で あ っ た 。

したが っ て 男 女共通 して 良い 評価が 高い 『証』

は 月市丿髭と い える 。

　朝食の 摂 食は，その 個 人の 食事の 規則性 お よ

び 生 活 の 規則性 と r ＝O．5前後 の 高 い 相 関 を 認

め る とい う。

h7c
こ で 朝食 を摂 取せ ず，か つ 間

食 して い る 『証」 を検討 した と こ ろ ，男性 で は

脾 虚が 26．6％，女性 で は肝 虚が 37．6％ と最 も高

か っ た 。

　 以前 の 調査 に お い て ，夕食で 油 を使用 した料

理 へ の 好 み を 『証 」別 に検討 した 結 果 で は男

性 ・女性 共 に 肝虚 が 最 も高か っ た が
】

吟 回 は ，

夕食の 油 あ りの 食事は 男性 で は 腎虚 の 50つ％ ，

男性 で は 脾 虚 の 55．6％ が 高 くや や 異 な っ て い

た 。

　 運動 に つ い て は，一・
口 の うちで 立 っ た り歩 い

た りに加 え意識的 な運動 時間の 合計が 少ない の

は ，男性 で は肝虚で あ り，女性で は脾虚 の 『証』

で あ っ た。

表3− 11 証1と「自覚症状しらべ」の関係
一25％以上の項目・男性

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名 （％ ）

　 《始
．
業 時 》　 　 　 　 　 《終 業 時 》

項

目
全

身

ね

む

目
が

肩
が

全

身
目
が

思 ち
い 　 よ

肩
が

が い つ こ が つ 出 つ こ
ム

ロ

だ か る だ か せ と る

る

い

れ

る

る

い

れ
る

な し
い た

　　こ
計

L一己
証』

と

が

脾
7445455118

虚 （3891 〔22、2）1222）〔27、8｝ （22、2）（27．81 （278）〔22．2｝（10 

肺 4262356319

虚 ｛2i．Olq α5）13L6）（10、5｝d5、8｝｛26．3｝ （3L6）U58）（loo｝

肝 3464362513
虚 ｛23．n 〔3  〔462＞ 〔30．8｝（23．1）（46．21 （154） 〔38．51（loo）

臣 丸

冖
445534459

虚 〔44．41 〔444）155、6）｛556 ） ｛33．31 ｛44．4｝ （44．4） 〔55．句 （loo｝

】v 　考察

　和漢診療学 に お け る 『証」の 四分 類 と 「自覚

症状 しらべ 」お よび 「簡易食生活調査表」に よ

っ て ， 個人 の 生活 E の 養生 を示 し健康増進 の
・

助 とす る こ とを 試み た 。

　 『証』の 四 タイプ で は割合の 高い 方 か ら順 に，

男性 ・女性共 に肺虚，脾虚，肝虚，腎虚で あ っ

た 。 最 も高割 合の 肺虚 は 「自覚症状 しらべ 」 に

お い て 25％以 ヒの 高 い 割合 を示す項 目群で，男

性 は 始 ・終 業 時 に 3／ 4項 目で ，女性 は始 業時

6／ 8項 目 ・終業時 は4／8項 目で 四分類 中最低値

で あ り，全 30項 凵の 全体の 平均 に お い て も男性

は始業時 1 ・皿 群 ；終業時 1 ・H ・皿群 ；女性

表3− 2　『証』と「自覚症状しらべ 」の関係　一25％以上の項目・女性一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名 （％ ）
　 《 始 業 日寺 》　　　　　　　　　　《糸冬業 H寺 》

項

　目

　．●
証ド　．
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身
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だ
る

い

足
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だ
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い

あ
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び
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る

ね

む
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ヒ
’

り
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ら
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L
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は始 ・終業時 1 ・m 群に お い て も四分類 中最低

値を示すの で ，肺虚 は疲労感の 少 な い 「証』と

い える 。 こ の 疲労感の 少な い 理 由の
一

つ と して

朝 ・昼 ・夕 の 三 食共 に
“
主 食 と副食 2品以 一ヒ

”

で あ っ て か つ
」‘
間 食 な し

”
が ，男 性 の 肺 虚

（33、3％） が腎虚 （50．0％） に つ い で 高 い こ と，

同様に女性 の 肺 虚 （17，6％）が 高 い こ とが 良い

結果に繋 が っ て い る と考 えた 。 ただ し運動で ，

H」の 立 っ た り歩 い た りす る の べ 時 間は肺 虚で

は 男女共必ず しも高 くなか っ た 。 肺虚 に つ い

で割合 の 高 い 脾虚は 「自覚症状 しらべ 」 の 25％

以 ltの 項 凵群で 男性 は 始業時 1／4項 凵で ，女性

始 業時 1／ 8項 目 ・終 業時 2／ 8項 目で の み最 低

値 で あ り，食事で は 男性 の 26．6％ が 朝食を摂取

せ ず間食 を して い た 。女性で は 夕食成 立の 割合

が 最 も高か っ た 。 （77，8％ ） また女性 は 1日の 立

っ た り歩 い た りの
，

の べ 時間が長 い 割合が 最 も

高か っ た （79．0％ ）。
つ い で 肝 虚 で は 「自覚 症

状 しらべ 」 の 25％ 以上の 項 目群で 突出 して い た

の は 「目が つ か れ る 」 で 男性 始業時46．2％ ，終

業時 46．2％ と最 も高 く，女性 も終業時 90．5％ で

高か っ た。

ちなみ に ， 和漢診療学で は肝 の 失 調病態 と し て

眼 精疲労 をあ げて い る 。 3）食事 面で は 男性 の

33．3％ が 三食成立 の ヒに 閥食 して い る割 合が ，

女性 は朝食 な しで 間食 あ りが37．6％で 最 も高か

っ た 。運動 で は立 っ た り歩 い た りの ，の べ 時 間

の 少な い 割合が 75．0％ で 最 も高か っ た 。

　 最 も低割合 の 腎虚 は 「自覚症状 しらべ 」で の

高 い 項 目群 に お い て ，特 に 男性 が 始業時4／ 4

項 目，終業 時3／ 4 項 目で 最高値で あ り，女性

は 始業 時2／ 8項 目，終業時 1 ／ 8項 目で 最高値

で あ っ た 。 食事は 三食成立 し ， しか も間食なし

の 良好 な割 合が ， 男性で 50．0％ と高 く，女性 で

は 朝食が 不摂 取で 間食 な しが 22，2％ と 高か っ

た 。 1 日の 立 っ た り歩 い た りで の 長 い 延 べ 時間

は 男性 が 75，0％ と最 も高 く， 全 体 に養生 へ の 配

慮が 感 じられ た。 もともと和 漢診療学 で は腎 は

個人が 先天的 に持 っ て い るエ ネル ギ
ー

（気） に

深 く関わ る と して い て ， 成長 や発 育や 生殖能 を

制御す る の で ， そ の 虚の 症候 と して は 易疲労
・

腰 痛 ・
一
ド肢 の 冷え ・め ま い 感 ・思 考力 の 低

．
ド

等 々 が あが っ て い る。3）した が つ て こ の 腎虚 の

「証 』 の 人達 は 他の 『証」 に比 して 養 生 と い う

点で 関心が 高 い と思われ た 。

　個人 へ の 助 言 と して は肝虚 に は
」’
筋肉を い た

め や す い の で腰痛や けが に注 意，ス トレ ス を発

表 4　『証 』別 「自覚症状 し らべ 」

男性 く 始 巣時 》 女 性．
〔％ ）

1群 u 群 m 群 平 均
『証 』

1群 n 群 皿 群 平均

19．47 ．83 ．916 ．0 脾虚 24．81 〔〕、015 ．216 ．7

10．〔｝ 10、06 ．78 ．9 肺 虚 19．212 ．812 ．5148

31．516 ．922 、323 ．6 肝 虚 35．729 ．5

　 i18
．127 ．8

21．1ll ．111 ．114 ．4 腎 虚 20．7

　 ilO

、720 ．017 ．】

男性 《 終 業 時 》 女性
（％ ｝

1 群 u 群 田群 平均 r証 」
1 群 H 群 m 群 平均

21．7ll ．17 ．2i3 ．3 脾 虚 28．110013 ．917 ．3

10．6786 ．78 、4 肺 虚 22．5 王0213 ．215 ．3

35．42232 〔〕．8262 肝 虚 35．220 、〔〕
　　 i25

・7i27 ・0

18910 ．010 ．0i3 ．0 腎 虚 22．8 ユo．7
　　i17
、9　　 i71

一 8一

N 工工
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　 表 5 − 1　 『証 』と F
一
簡易食生活調査表」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 名　 〔％ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 男性

仟彡態　　　　　　
@
．｛費：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夕

　 　　成」≧ 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 　　 不

立 　 　 鰍 　　　

嬰 瀰

肺虚

12 （l

i ）

ﾌ虚6

】｝
1

  腎 6

2
（13．3）

4

〔33

30

｛

p 3 （

50 ．O
：

<TAB>朝

不成

立 二

H 成

立 <TAB><TAB>
夕

食 成

ｧ
用

H
ち

<TAB>間

食なし<TAB>間

Hあ

り<TAB>間食な

ｵ<TAB>

間あ 　1F 6．7<TAB>

　

1（6

7
）<TAB>　4k26．6）<TAB>0ko｝<TAB>　4〔

621 ．η

<TAB>　2

16

．7｝<TAB>　

（167

｝<TAB>　

（〔

D<TAB>　3（

E

　23

．

3）<TAB>

ユ｛

16．η<TAB>@1（童6．7<TAB>k｝（0p<TAB>　2（33

　

li6

71<TAB>　116

． 7｝ <TAB>

io ｝ <TAB>　

o16． η<TAB>　

i50

　　　0 ω1　〔0

0 　 　

0

01 　〔 Oll 　　o ｛
16

． 7 ）　　 （

j 〔 ｝ 　　 0 〔 ⊥巴 散し 酒類 を 控

ド　 ：脾 虚
に

は“消 化器
症
状がで やすい の

， 温か い 食事 をゆ っくりと りク ヨク ヨ悩
ま

ない”

肺 虚
に
は“呼 吸 器系 と皮 膚 が 弱 い 方 な の で

激 物 を 控え できれ ば 禁 ・tw 　”： 腎虚
に

“体 力 が落 ちてきて いる の

激し い運動 を 避け ， 泌尿 器系 の 疾 患に 注 意

冷 えを 避 け る ” と い っ た 要旨を 助 言し た 。

　今後は この 助言が個 々人 の

活 に生き ている のか， どこがネ ック

と い っ た 確 認 を し つ つ さ ら に調 査を 行

予 定 で あ る 。 表

|2
証』と「 易 食生 活 調 表」 　 　

　 　 　 　　　 　　 　 〔％

　 @ 　 @ 　 @ 　 乱 ｫ 形 ﾔ<TAB>： ：

食<TAB><TAB>ｩ食 s 成 ｧ<TAB>夕 食 <TAB>夕 H<TAB><TAB>ｬ立

二食 ｬｧ<TAB>ｬｧ<TAB> 不 ｬｧ

<TAB>間
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B 虚

<TAB>1<TAB><TAB>0 7<TAB><TAB><TAB><TAB>
o100｝ （ll、1） （222）<TAB>oll、 ）<TAB>〔6、 ﾌ<TAB>（22 ）<TAB>（55． 1<TAB>（Ol 〔0）

虚<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>461<TAB>
3<TAB>

【10U） ｛17．6） （29．4p<TAB>｛8 ）<TAB>（8．8p<TAB>〔H．8j<TAB>（44． ）<TAB>（2． ）<TAB>〔5．

j 肝   kl2 】 1<TAB><TAB>
1<TAB><TAB><TAB><TAB>i10Gl<TAB>o

⊥2．5）<TAB>i6．3｝<TAB>o〔｝）<TAB>｛ 7．6）<TAB>k12．5｝（31．3j<TAB>

6 ． 3 ｝<TAB>（ 6 ．3 ） 腎 虚<TAB>3<TAB>1<TAB>1<TAB>

1<TAB>3<TAB>〔 ｝ <TAB>0 19<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>

〔10G ｝<TAB>｛ 1 ま．1 ） <TAB>（22 ．2 ） ）

k22 ． 2

<TAB>｛ 22

2 ）<TAB>〔11 ．D<TAB>〔33 ． 3 ） <TAB>（ ll 、b
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